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改定計画の方向性

計画の目的である、

「水源地域を取り巻く環境を良好な状態で維持していくこと」

の重要性は変わらない

• 目的や施策の方向性など、

計画の構成（大柱、中柱、小柱）は変えずに継続する。

• 地域活性化及び理解促進等をさらに推進していくため、

取組内容を一層強化する。
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現行計画の課題を受けて

「やまなみ五湖」の認知度が低く、発信が
十分でない。

「やまなみ五湖」の認知度

水源地域での活動に対する
都市地域住民等の参加促進や、
発信や交流による理解促進など、
取組を一層強化する。

地域活性化の担い手が減少しており、
地域における取組の維持が難しい。

取組の継続性
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現行計画の課題 改定計画での対応

エリアの活性化を担い、水源地域と都市
地域を繋ぐコーディネーターの確保が難しい。

コーディネーターの発掘・育成

水源地域活性化推進協議会を核とする、
効果的な実施体制の整備が必要。

計画の実施体制
実務者レベルの部会を新たに設置し、
計画の推進や効果検証を行う。



改定計画の概要

1.計画期間 … ５年 2026（令和８）年度～2030(令和12)年度

2.目的

水源環境を含めた水源地域を取り巻く環境を良好な状態で維持していくこと

3.目標値

• 水源地域の主要地点等への交流人口（水源地域への来訪者数）

 水源地域への交流人口を2030（令和12）年に694万人とする

• 来訪者の満足度

水源地域への来訪に好意的な回答（「満足」等）をした来訪者の割合を、

年度ごとに全体の90％以上とする

• 県民の水がめ「やまなみ五湖」を知っている人の割合

「やまなみ五湖」が県民の貴重な水がめであることを知っている人の割合を、

2030（令和12）年度に50％以上とする

（実績）

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

521.6万人 582万人 675.8万人 659.8万人 Ｒ8.8公表
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体系図 新旧対照表

水
源
環
境
の

理
解
促
進

水
源
地
域
の
活
性
化

取組１ クロスメディアによる情報発信

取組２ 特産品への支援

取組３
水源地域の「魅力」を
発信できる人々への支援

取組４
「連携・協働」を支援する
体制の整備

取組５
「地域資源」を生かした
イベント等への支援

取組６
エリアごとの「魅力」を生かした
事業の支援

取組７
交流を通じた
共通理解の促進

取組８
教育活動を通じた
共通理解の促進

施策の方向性 取組
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取組１ 情報発信

取組２ 特産品への支援

取組３
水源地域の「魅力」を
発信できる人々への支援

取組４ 「連携・協働」支援

取組５
エリアごとの「魅力」を生かした
事業の支援

取組６
エリアごとの「魅力」を生かした
活性化の取組

取組７
普及啓発を通じた
共通理解の促進

取組８
交流を通じた
共通理解の促進

取組９
教育活動を通じた
共通理解の促進

現行 改定

新

新



５.エリアごとの「魅力」
を生かした事業の支援

６.エリアごとの「魅力」
を生かした活性化の取
組

・相模湖における地域主体の
芸術・文化の取組支援

・宮ヶ瀬湖周辺地域の
ブランド化

・宮ヶ瀬湖でのフィッシング

・周遊促進

１.情報発信

２.特産品への支援

[拡]やまなみグッズ発信強化

３.水源地域の
「魅力」を発信できる
人々への支援

４.「連携・協働」支援

【新】水源地域活動への参加促進

７.普及啓発を通じた共通理解
の促進

【新】普及啓発用の子供向け漫画作成

【新】ダムの歴史等動画作成

[拡]水の作文コンクールに賞の追加

８.交流を通じた共通理解の促進

【新】水源地域体験交流ツアーの実施

[拡]上下流域自治体間交流事業の拡充

９.教育活動を通じた共通理解
の促進

[拡]子ども体験交流事業の拡充
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補助金事業

現行計画策定後に
開始した事業等を位置付け

水源地域共通の活性化施策 エリアごとの活性化施策 共通理解の促進

体系図 新規拡充事業の位置付け
水源地域の活性化 水源環境の理解促進

※事業名は仮称



新規拡充事業について

[拡充]やまなみグッズ発信強化

情報発信力の高い県観光ポータルサイト「観光かながわ
ＮＯＷ」にやまなみグッズを魅力的に紹介するウェブページの
作成及びグッズ事業者へのデザイン支援を行う。

【新規】水源地域活動への参加促進

水源地域での活動に関心のある都市地域住民等が、
水源地域での体験・交流を通じて、地域課題の解決を図る
取組を行い、関係人口の創出を図る。
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水源地域共通の活性化施策



新規拡充事業について

【新規】普及啓発用の子ども向け漫画作成

水源地域の大切さを子どもにわかりやすく伝える漫画を作成
し、県内小学校４年生全員に配布するとともに、イベント等
で配布するなど広く活用する。

【新規】ダムの歴史等動画作成

やまなみ五湖誕生の歴史等を踏まえた動画を作成し、
関係施設（宮ヶ瀬ダム水とエネルギー館、相模湖交流セン
ター等）や各種広報機会を通じ放映する。
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共通理解の促進



新規拡充事業について

[拡充]水の作文コンクールに賞の追加

全日本中学生水の作文コンクール神奈川県審査において、
新たに「やまなみ五湖賞」の創設及び体験型賞品を追加する。

【新規】水源地域体験交流ツアーの実施

「やまなみ五湖」を訪問し、ダム建設の経緯や水源地域の
豊かな自然、地域の伝統文化体験など、水源地域を取り巻く
環境の重要性を体感するツアーを実施。
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共通理解の促進



新規拡充事業について

[拡充]上下流域自治体間交流事業の拡充

水源地域自治体の補助上限額を増額するとともに、新たに
都市地域自治体に交通費を支援する。

[拡充]子ども体験交流事業の拡充

かながわ水源地域の案内人との交流を新たに支援するととも
に、都市地域の学校だけに限らず、放課後児童クラブ等も対
象にした、水源地域を訪問し交流するプログラムを実施
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共通理解の促進



今後のスケジュール

令和８年３月２日（火）

・県議会に計画改定案を報告

令和８年３月末頃

・計画改定

・計画改定の記者発表
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